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「外側をデザインで良くするだけでは 

ダメ」 

それが開発のきっかけに 

 

 

司会 ユーアイ村さんでは、2015 年に「タ

スカルカード」でデザインセレクション奨

励、2017 年に「認知症すごろく（456）」

で選定となりました。これらのプロジェク

トを行うことになったきっかけを教えて

ください。 

 

藤沢 まずは「タスカルカード」の方です

ね。障害者施設のお仕事カードなんですけ

れども非常に仕事が複雑で困ってたんで

すね。 

でも、困ってたということが最初の原因

ではなく、もっとお弁当が売れるといいな

と思って、平井さんとは「がんばっぺ茨城」

（震災復興に向けたチャリティプロジェ

クト）を一緒にやったことがきっかけで知

り合っていたので、見た目にかっこいいチ

ラシとかかっこいいお弁当の包み紙とか

そういったものを作ってよというのが最

初のきっかけでした。 

ところが、最初、平井さんから言われた

のは「外側をデザインで良くするだけでは

ダメなんだよね」ということで、仕事の内

容を見てもらった時に指摘されたことが

カードを作るきっかけになりました。 

 

司会 「認知症すごろく」についてはどう

ですか。 

 

藤沢 こちらはうちのスタッフが作った

んです。コンセプトはスタッフが作ったん

ですね。すごろくをやりながら認知症学べ

るといいね、ということで。最初はエクセ

ル表で作った、本当にグデグデの感じのも

のだったんですけれども、それを平井さん

に見せて、こういった形（上の写真卓上の

もの）に作り上げてもらったと。スタッフ



も含めてみんなと一緒に作り上げていっ

たというものです。 

 

司会 平井さん、そのエクセルで作られた

ものが出ててきた時にはどのように思っ

たんですか。 

 

平井 認知症って本当に近しい方がいら

っしゃらないと分かってるようで分かっ

てないんですね。認知症とはどういったこ

となのか。まずはアウトラインを知らない

と不安になると思うんですよ。 

たいてい認知症講座というのは座学の

ような形で、市内の内科の先生とか専門の

先生が、認知症というものはこういうもの

で、こういうふうになって、こういうふう

に進んでいくんだよ、進んじゃうとこうい

うふうになっちゃうんですよ、ということ

をお話で講演されていくというのがこれ

までのあり方だったと思うんですね。それ

だとイメージしづらくて途中で眠くなっ

ちゃうんですよね。 

なので、スタッフが考えましたすごろく

は、どなたもいちいち教えなくても誰でも

楽しめるゲームですね。そういうものをベ

ースにして認知症を勉強していく、遊びな

がら勉強していくというのは、とっても楽

しいなと私もそう思いました。それで協力

をしたというところがあります。 

 

 

 

 

「デザインにお金をかけるなんて」から 

「デザインのチカラで 

こんなに変わるのか」へ 

 

 

司会 デザインセレクションに応募され

たきっかけとその後の変化などを教えて

ください。 

 

藤沢 それまでデザインには無縁でした。

チラシを作るにしてもパンフを作るにし

ても、エクセルやパワポで作るなど、あま

り力を入れてこなかったんです。「デザイ

ンにお金をかけるなんて」という職員の抵

抗もすごくありました。 

「タスカルカード」でデザインセレクシ

ョンの選定を受けたあたりから、「社会的

に認められるものなんですね」と職員も見

方が変わりましたし、「デザイナーが入る

とこんなに変わるんだ」ということを実感

として分かったようです。 

こうした変化があったので、この「認知

症すごろく」も応募してみようと思ったの

がきっかけです。 

 

 

単純なゲームの中に潜む 

対話を引き出すチカラ 

 

 

司会 「認知症すごろく（456）」の前後

に“123”や“789”があるそうですね。その展

開について聞かせてください。 

藤沢 「認知症すごろく」はすごく盛り上

がるんですよ。たかだかすごろくなんです

けれども、単にボードゲームでサイコロを

振ってすごろくっていうだけではなくて、

間あいだにいろいろな体操が入っている

んですね。例えば右手で三角を書きながら

左手では四角形を書きましょう、とか。 

 

平井 早稲田大学での講演会の時に学生

さんに、早稲田のとっても頭のいい学生さ

んたちにやってもらったらすごく盛り上

がって。すごろくって単純なゲームで、そ

んな今時の若い方が興味を持てないだろ

うと思ったんですが、やるだけですごくそ

の場が和んじゃって内容についても理解

が進みました。 

 

藤沢 そのときに学生さんが実はうちも

おばあちゃんが認知症でとか、実はうちの

叔父がとか、弟に障害があってとか、いろ

いろな悩みをその場で話すようになって、

自分だけじゃなくて他の人も同じように

悩みを抱えているんだということを話し

合うきっかけにもなりました。 

 

平井 単純に勉強するだけじゃなく、遊ん

でその場がほぐれて、これまでそんなこと

話したこともなかったようなことも若い

人どうしで話すきっかけになるというだ

けでも、ずいぶん違ったんじゃないかなと

思います。そういう力がこういう単純なゲ

ームの中に潜んでいるんだなということ

を改めて感じました。 

 

藤沢 すごいなと思ったのは ご当地版が

いろいろできたということです。これはデ

ザインセレクションに選定されたという

ことが効果があったと思うんですけれど

も、一番遠いところでは愛知県です。 

 

平井 愛知県に⾧久手市というところが

ありまして、そこから⾧久手版が作りたい

んだという話をいただきまして、われわれ

が現地に行きまして、いろいろ話をしなが

ら作りました。 

 

 

 

 

 

 

 



相談支援のど真ん中にいる人の声と 

デザイナーと一緒になって作ったもの 

 

 

藤沢 「認知症 789」はすごろくの次のシ

リーズで、認知症のこういう状態の時には

どう対応すればいいのか、というものを 4

コマ漫画で表そうということをやりまし

た。 

 

平井 「認知症 123」は認知症の概念編だ

ったんですね。認知症はこういうものです

よ、ということを分かっていただく。 

次の「認知症すごろく（456）」は大ま

かに言うと、どういう流れで認知症が進む

のか、それに対してはこういう支援がその

都度ありますよ、ということが、すごろく

のコマが進むにつれ分かるようになって

いるんです。 

でも、それだと個別の問題にどう対応す

ればいいかまでは分からない。個別のお悩

みに対するヒント集が必要。そのときのツ

ールとしてふさわしいものを皆で話し合

って検討してできたのが“789”です。 

 

藤沢 デザイナーさんだけでもできない

し、現場の声、相談支援のど真ん中にいる

人の声とデザイナーと一緒になって作っ

たもの。まさにそういう感じです。 

 

平井 「認知症 789」は片面が 4 コマ漫画。

もう片面は認知症の専門医である先生方

に監修していただきました。こういうもの

を作るときは適当にはできません。先生の

助言を頂きながら医学的なエビデンスを

ベースに内容を作りました。 

また、こういうことにお顔を出してくだ

さる先生方も協力的で、先生方も含めた地

域の福祉化を進めるネットワークを作る

ということを助⾧するきっかけになって

くれたんじゃないかなと思っています。 

 

藤沢 地域包括ケアを作っていこうとい

う時代の要請があるんですけれども、どう

やって地域の中で作っていくのか、私たち

も正直分かっていないんですね。そういう

社会ができるといいねとは思っていても、

実際にどうやって作るのかは。 

でも、「認知症 789」を作ることでお医

者さんのところへ行き、「こういうのを作

るから登場してください、写真入りで」と

なったり、他の先生にも持って行って、「こ

ういうふうに隣の地区の誰々先生が出て

くれたんで先生も出てもらえませんか」と

いうことでつながりができたり、カードが

完成すればそれを持って再訪するし、「今

度は僕がしゃべるから」なんて展開もあり

ます。 

顔の見える関係になって、本当に困った

ときにお互いに助け合える関係ができる。

包括ケアシステムの構築は、こういうこと

から作っていくんだなと思いました。 

 

 

障がい者の積極性を引き出す 

仕組みをつくる 

 

 

司会 「タスカルカード」についても、う

かがいたいと思います。 

 

藤沢 「タスカルカード」については、も

う 6 年前になりますね。 

 

平井 1 枚のカードに 1 タスク。上から時

系列になっていまして、1 列が１人の仕事

になっています。ホワイトボード 1 枚に、

そこで仕事をする人たちのすべての列が

あるので、1 日の仕事のすべてがこのホワ

イトボードで相談できる仕組みです。 

全体像が分かると、どういう順番で仕事

をやって行くか分かります。いちいち何を

どうすればいいのか聞かなくても自分で

動ける。そういう仕組みになっています。 

 

藤沢 超アナログといいますか、デジタル

にしなかったのも良かったと思います。 

 

平井 大抵はこれをスマホや iPad でやろ

うと考えがちなんですが、デジタルでシス

テムを作るとけっこうガチガチに固まっ

てしまう。特例や特殊な事情に対応できな

くなってしまうんですね。すると、どんど

ん使わなくなる。逆にこうしてすぐに書き

直せる、足りないものはポストイットで代

用できる、そういうアナログなものは現場

に実装ができます。 

 

実装ができて初めて福祉に役立つとい

うことがよく分かりました。実装できない

とデザインは一生懸命キレイなものを作

っても意味がないんだということを実感

しているところです。実装して、みんなが

使ってくれて、もっと言うとデザイナーが

いなくてもみんながそれを工夫してもっ

と良くしていくような、そういう余地があ

るようなデザインをすることが一番大事

じゃないかと思います。 

 

藤沢 最初の頃は平井さんに作ってもら

いました。今は自分たちで作っています。

利用者さんもカードがないとポストイッ

トに自分で書いて貼っています。 

 

平井 知的障害を持った方たちが、足りな

いカードを自分で補う。管理している人に

「これを作ってね」と促す。そういう積極

性は今までなかったんですね。それをこん

な単純な仕組みがあることで引き出すこ

とができるというのは、ずいぶん大きな違

いなんじゃないかと思っています。 

 



現場の職員でもデザインできる 

環境や装置、道具を作っていくことが役割 

 

 

司会 ユーアイ村さんとしての今後の展

望についてもお話をいただいてもいいで

しょうか。 

 

藤沢 ユーアイまるごと支援センター「ま

るごとカフェ」を去年の夏からスタートし

ています。福祉行政は縦割りなので、高齢

者だけ、介護だけ、障害者だけ、保育だけ

と、私たち民間の福祉サービスも同様にな

ります。それはやむを得ないことではある

んですが、例えばお年寄りの利用者の居宅

介護で家庭訪問して話を聞いていると、実

は 40 代の息子さんが引きこもりで、もし

かすると統合失調症があるかも知れない

とか、いろいろ複合的な問題を抱えている

方もいて、まるごと支援できるところが必

要なんだろうなと感じていました。平井さ

んとコンセプトなどを話し合い、事業所の

みんなとも話をして、必要とされるのは

「まるごと支援できる仕組み」なんじゃな

いかと。地域の中でそういう仕組みを作る

ことが大事なんじゃないかなと考え至っ

たわけです。 

「福祉です」と言うとなかなか入りづら

いのでカフェを作って、「誰でも入れます

よ」という形にし、相談に対するハードル

を下げました。カフェの隣に子育て支援室

も併設してるんですが、多いときで 1 日

20 組くらいの親子が遊びに来るようにな

りました。 

 

司会 お二人の今後の活動におけるデザ

インの活用についても聞かせてください。 

 

藤沢 「福祉×デザイン」ということで、

事業所内にとどまらないでいろいろな活

動をしていけたらなと思っています。 

すでに、別の障害者施設が取り組む「福

わらプロジェクト」へ、平井さんにブラン

ドロゴマークを作ってもらいました。 

 

平井  このプロジェクトは、水戸の農家

と障害者の方が水戸の納豆の藁つとをつ

くる、というものです。水戸の納豆屋さん

の収益の柱は藁つと納豆なんです。ところ

が藁つとの藁が作られなくなってしまっ

た。藁つとがなければ藁つと納豆はできな

い。どうしようかというときに、障害のあ

る人たちが一生懸命藁つとを作って納入

してくれるという。そういうサイクルを水

戸市の農政課さんで考えたんです。それは

面白いなと思って、是非にとデザインに名

乗りを上げました。 

 

キレイだったり、かっこよかったり、売

れそうだったり。そういうものに関わって

いくのがデザイン会社のあり方だと思う

んですけども、もしかしたら福祉の分野で

デザインしていくということは、そういう

こととはちょっと違うかも知れない。「こ

れだったら自分たちでもやれるかな」とい

う、デザイナーでなくても現場の職員さん

達でもちょっと意欲を発揮すればデザイ

ンできるような、そういう環境や装置、道

具を作っていくことがユーアイデザイン

の役割なんじゃないかな、とわれわれは規

定しているところです。そんなことをこれ

からもやっていきたいと思っています。 

 

 


